
青少年育成に貢献した３人に功労賞青少年育成に貢献した３人に功労賞

　▲総会終了後に行われた藤嶋教諭による講演

　平成28年度青少年育成北秋田市民会議（千葉文
吉会長）の総会が、６月28日に市民ふれあいプラ
ザで開かれました。総会では青少年育成活動に貢献
した中嶋修三さん（小ヶ田）、嶺脇勉さん（坊沢）、
佐藤弘子さん（脇神）に功労賞が贈られました。
　また、研修会では、鷹巣中学校の藤嶋浩子養護教
諭が『今、子どもたちが抱える課題』と題して講演
を行い、子どもが将来太い根を張り生き抜くために
必要なこととして「愛情」「人と関わる力」「忍耐力」
「夢や希望」「失敗の経験」の５つを挙げ、子どもの

気持ちを受け止めること、規則正しい生活が忍耐力
を養うことなど、家庭教育の大切さを述べました。

各団体が日頃の活動の成果を披露各団体が日頃の活動の成果を披露

　合川地区文化交流会と合川芸文祭が、７月17日
に合川公民館で開催され、地域で活動している団体
などが活動の成果を発表しました。
　文化交流会では、ケ・アロハ・フラ・オハナ・タ
カノスによるフラダンスや県指定無形民俗文化財に
なっている富根報徳番楽（能代市）、「笑顔」をテー
マにした秋田北鷹高校書道部による書道パフォーマ
ンスが披露され、詰め掛けた観客を魅了しました。
　芸文祭では、合川を拠点に活動する団体が舞踊や
民謡、演奏など日頃の練習の成果を披露したほか、 　▲合川地区（川井）から伝承された富根報徳番楽

ロビーには俳句や華道の作品が展示され、訪れた人
たちはそれぞれの力作に見入っていました。

煎茶道文化に学ぶおもてなしの心煎茶道文化に学ぶおもてなしの心

　定期講座「和のおもてなし煎茶講座」が、６月
22日から市民ふれあいプラザでスタートし、受講
生８人が参加しました。
　はじめに、講師の佐藤美由起先生と受講生全員で
道具の準備を行い、受講生からは「こういう道具が
あるのですか」と驚きの声が上がるなど、一つ一つ
の道具に興味を示していました。
　その後、普段の生活であまり見ることのない作法
で佐藤先生がお点前を披露し、煎茶道の奥深さを学
びました。 　▲佐藤先生から煎茶道の作法を学ぶ受講生たち

　次回からは実際にお点前を練習し、一人一人が和
のおもてなしを体験します。

～青少年育成北秋田市民会議総会～

～合川地区文化交流会・芸文祭～

～定期講座「和のおもてなし煎茶講座」～
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岐
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８
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岐
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岱
縄
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６
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縄
文
館
の
休
館
日
で
す
。

時
間　
９
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よ
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８
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植
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付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
乳
房
と
膨
ら
ん
だ
お
腹

か
ら
妊
娠
し
た
女
性
を
表
現
し
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
土
偶
は
、
今
ま
で
「
ふ
る
さ
と

の
文
化
財
」
で
紹
介
し
た
土
偶
と
は
明

ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
点
が
あ
り
、
そ

れ
は
、
首
（
頭
）
が
な
い
こ
と
。
壊
れ

て
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
初
め
か

ら
造
ら
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
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が
れ
た
よ
う
な

跡
が
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
土
偶

や
岩
偶
な
ど
の

首
の
な
い
人
形

の
例
は
全
国
に

あ
り
ま
す
が
、

北
秋
田
市
で
見

つ
か
っ
て
い
る

土
偶
の
中
で
は

唯
一
の
例
で
す
。

　
と
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株
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け
に
安
置
し
た
遺
体
を
火
葬
し
、
そ
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な
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な
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・・・

こ
の
二
つ
が
直
接
関
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し
て
い
る
の
か

は
全
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不
明
で
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が
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い
ず
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も
特
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岱
縄
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。
皆
様
の
来
館
を

首
を
長
く
し
て
待
っ
て
い
ま
す
。
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な
し
土
偶
（
写
真
１
）

お
さ
む
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学びの広場


